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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タンクに取り付けられる接続継手であって、
　貯湯されているタンク内の湯が通流する出湯路と、
　前記タンク内で発生するエアを脱気するためのエア抜き路と、
　を備え、
　前記エア抜き路は、前記タンク内への給水を行いつつ前記タンク内の湯を排出して前記
タンク内の湯水を入れ替える際に、前記タンク内の湯を排出するための管路を兼ねること
を特徴とする接続継手。
【請求項２】
　前記タンクに前記接続継手が取り付けられた状態において前記出湯路の前記タンク側の
開口が前記エア抜き路の前記タンク側の開口よりも下方に位置するように、前記タンク側
における前記出湯路の開口と前記エア抜き路の開口とが離間して形成されている
　請求項１に記載の接続継手。
【請求項３】
　前記タンクに前記接続継手が取り付けられた状態において、前記出湯路の下流側の開口
と、前記エア抜き路の下流側の開口とが同じ高さで異なる方向に向かって開口している
　請求項１または請求項２に記載の接続継手。
【請求項４】
　前記エア抜き路の通路径は前記出湯路の通路径よりも小さい
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　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の接続継手。
【請求項５】
　給水管から供給された水を加熱して貯湯するタンクと、
　前記タンクの上部に取り付けられる請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の接続
継手と、
　前記接続継手の前記出湯路に接続される出湯管と、
　前記接続継手のエア抜き路に接続され、湯入替管を兼ねるエア抜き管と、
　を備えることを特徴とする貯湯式温水器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、接続継手及びこの接続継手を備える貯湯式温水器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、加熱手段を備えるタンク内において、供給された水を加熱して貯湯し、貯えられ
た湯を供給して蛇口から出湯させる密閉型給湯器が知られている（例えば、特許文献１）
。このような密閉型給湯器では、貯湯タンク内で湯水を沸かす際に、水中の空気が一部気
化して貯湯タンク上部に気泡が発生する。そこで、給湯時に吐水中に気泡が混入すること
による吐水の乱れを防ぐために、エアを自動的に開放するエア抜き管が設けられている。
【０００３】
　従来の密閉型給湯器では、給湯管とエア抜き管とを共用し、湯水を沸かしている間に定
期的にエア抜き弁を解放することで湯の使用前に溜まったエアを事前排出する方法がある
。この他、貯湯タンク上部に出湯口とエア抜き口とを設け、貯湯タンク上部にたまったエ
アをエア抜き口に誘導して排出する方法がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４６８８０５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　給湯管とエア抜き管とを共用して貯湯タンク内に溜まったエアを定期的に事前排出する
方法では、エア排出後に貯湯タンク内に新たに溜まったエアは次回排出のタイミングまで
エア抜きされない。そのため、エア抜きと湯の使用タイミング次第では、給湯管からの供
給される湯にエアが混入することを防止し難く、給湯時に吐水が乱れることが懸念される
。
【０００６】
　特許文献１の密閉型給湯器では、給湯管とは別途エア抜き口が設けられているので、上
述のような吐水の乱れを防ぐことができるが、出湯口及びエア抜き口にそれぞれ接続フラ
ンジ及び接続継手を設ける必要があり、部品コストが増大する点で課題となっていた。
【０００７】
　上記事情を踏まえ、本発明は、部品点数を抑えて、吐出される湯にエアが混入すること
を防止でき、かつ、給湯器の小型化が可能な接続継手及び貯湯式温水器を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る接続継手は、タンクに取り付けられる接続継手であって、貯湯されている
タンク内の湯が通流する出湯路と、前記タンク内で発生するエアを脱気するためのエア抜
き路と、を備え、前記エア抜き路は、前記タンク内への給水を行いつつ前記タンク内の湯
を排出して前記タンク内の湯水を入れ替える際に、前記タンク内の湯を排出するための管
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路を兼ねることを特徴とする。
【０００９】
　この発明によれば、一部品からなる接続継手に出湯路とエア抜き路とを備えるので、タ
ンクの上部に一つの接続継手を設けることにより、出湯とエア抜きとを独立して行うこと
ができる。このため、接続継手の部品点数を抑えることができ、軽量化及び部品コストを
削減可能な接続継手を提供できる。
【００１０】
　本発明に係る接続継手は、前記タンクに前記接続継手が取り付けられた状態において前
記出湯路の前記タンク側の開口が前記エア抜き路の前記タンク側の開口よりも下方に位置
するように、前記タンク側における前記出湯路の開口と前記エア抜き路の開口とが離間し
て形成されていてもよい。
【００１１】
　この発明によれば、出湯路の開口がエア抜き路の開口よりも低い位置で採湯可能となる
。したがって、エア抜き路からはタンクの上部に溜まるエアを効率良く排出でき、かつ出
湯路にエアが混入することを抑えることができる。また、タンクの開口が一つであっても
、吐水とエアを確実に分離できる。
【００１２】
　本発明に係る接続継手は、前記タンクに前記接続継手が取り付けられた状態において、
前記出湯路の下流側の開口と、前記エア抜き路の下流側の開口とが同じ高さで異なる方向
に向かって開口していてもよい。
【００１３】
　この発明によれば、２つの通路が形成された接続継手のタンクへの挿入方向の寸法を小
型化できる。
【００１４】
　本発明に係る接続継手において、前記エア抜き路の通路径は前記出湯路の通路径よりも
小さくてもよい。
【００１５】
　この発明によれば、エア抜き路の通路径を小さくすることで、エアの排出時の流速を上
げて短時間で効率的にエアを外部に排出できる。また、接続継手における出湯路の通路径
を大きく確保できるため、配管の圧力損失を低減し、出湯時の湯の勢いを確保することが
できる。
【００１６】
　本発明に係る貯湯式温水器は、給水管から供給された水を加熱して貯湯するタンクと、
前記タンクの上部に取り付けられる上記のいずれかに記載の接続継手と、前記接続継手の
前記出湯路に接続される出湯管と、前記接続継手のエア抜き路に接続され、湯入替管を兼
ねるエア抜き管と、を備えることを特徴とする。
【００１７】
　この発明によれば、一つの接続継手をタンクに取り付けることにより出湯路とエア抜き
路とを確保できる。したがって、部品コストを抑えることができるとともに、従来、出湯
用とエア抜き用と二箇所の開口が形成されていた高温沸き上げ機種専用のタンクを用いる
必要がなく、部品の汎用性を高めることができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の接続継手及び貯湯式温水器によれば、部品点数を抑えて、吐水される湯にエア
が混入することを防止でき、かつ、給湯器の小型化が可能な接続継手及び貯湯式温水器を
提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の第一実施形態に係る貯湯式温水器の斜視図である。
【図２】本発明の第一実施形態に係る貯湯式温水器の内部の正面図である。
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【図３】本発明の第一実施形態に係る貯湯式温水器の内部構成を示す図である。
【図４】本発明の第一実施形態の接続継手の斜視図である。
【図５】本発明の第一実施形態におけるタンクと接続継手との接続構造を示す断面図であ
る。
【図６】本発明の第一実施形態における貯湯式温水器の内部の上面図である。
【図７】本発明の第一実施形態におけるタンク上部の側面図である。
【図８】本発明の第一実施形態の接続継手の変形例を示す断面図である。
【図９】本発明の第一実施形態の接続継手の変形例を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明の一実施形態に係る貯湯式温水器について説明する。図１は、本実施形態に係る
貯湯式温水器１の斜視図である。本実施形態に係る貯湯式温水器１は、シンク１００の上
方の壁面に固定して使用される。貯湯式温水器１は、シンク１００上に設けられた混合水
栓５及び排水口９に壁内の配管を介して接続されている。
【００２１】
　図２は、貯湯式温水器１の内部の正面図である。図３は、貯湯式温水器１の内部構成を
示す図である。図２及び図３に示すように、本実施形態に係る貯湯式温水器１は、給水管
２と、タンク３と、給湯管４と、湯入替管・エア抜き管６と、膨張水排水管・水抜管８と
、電源コード１０とを備え、これらが基台１１に固定されている。
【００２２】
　給水管２は上流端が給水栓２０と接続され、下流端がタンク３と接続されている。給水
管２には、上流から下流に向かって順に、フィルタ２１、逆止弁２２、減圧弁２３、サー
ミスタ２４、及びフローセンサ２５が設けられている。
【００２３】
　フィルタ２１、逆止弁２２、減圧弁２３、サーミスタ２４、及びフローセンサ２５は公
知の部材である。フィルタ２１を通過した水が逆止弁２２を通過し、減圧弁２３により減
圧されてタンク３に流入する。このとき、サーミスタ２４で給水管２の温度が検知され、
給水管２の流水量がフローセンサ２５で検知される。
【００２４】
　タンク３は、下端部に給水口が形成されており、給水口に給水管２の下流端が連結され
ている。タンク３の内部には、加熱部３１と、２つのサーミスタ３２，３３とを備える。
加熱部３１は電熱線でありタンク３内の水を加熱する。タンク３内は満水状態に保持され
た密閉タンクである。タンク３内では下部の水温が低く、加熱部３１近傍から上部までは
水温が高い。タンク３内の上下に設けられた２つのサーミスタ３２，３３によりタンク３
内の上部及び下部の水温を検知し、不図示の制御部により加熱部の通電量が制御される。
【００２５】
　図４は、接続継手３４の斜視図である。図５は、タンク３上部の部分断面図である。タ
ンク３の上端中央部に一つの給湯開口部３５が形成されている。給湯管４は、給湯開口部
３５に挿入された接続継手３４を介して給湯開口部３５に接続されている。図４及び図５
に示すように、接続継手３４は、内部に出湯路３４２とエア抜き路３４０とを備え、一体
に形成された一部品である。出湯路３４２とエア抜き路３４０とは、タンク３内に配設さ
れる上流側では平行に並んで延びている。エア抜き路３４０の上流側の開口が出湯路３４
２の上流側の開口よりも上方に配置されるように、接続継手３４の上流側には段差が設け
られており、エア抜き路３４０の開口と出湯路３４２の開口とは上下方向に離間して形成
されている。この段差は、湯と空気を分離できるだけの距離があるのが好ましい。しかし
、出湯路３４２の上流側の開口の位置を下げ過ぎるとそれより上の湯を給湯管４に導きに
くくなるため、１０～２０ｍｍ程度の適度な距離が望ましい。タンク３の上部に突出する
下流側では、出湯路３４２とエア抜き路３４０とは、同じ高さで逆方向に延びるように通
路が曲折している。ここでいう同じ高さとは、図５に示すように、出湯路３４２の下流側
開口３４３とエア抜き路３４０の下流側開口３４１との高さが一部で重なっていればよい
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。エア抜き路３４０の通路径は出湯路３４２の通路径よりも小さい。
【００２６】
　図６は貯湯式温水器１の内部の上面図である。図７は、タンク３の上部の側面図である
。図５及び図６に示すように、出湯路３４２の下流端には給湯管４が接続されている。図
６及び図７に示すように、給湯管４は、タンク３の上面からわずかに離間した位置でタン
ク３の径方向に延びた後、下方に曲折し、タンク３の外周面に沿って下方に延びて形成さ
れている。給湯管４の下流端は、シンク１００の上方に設けられた混合水栓５と接続され
ている。混合水栓５には、給水管２も接続されている。
【００２７】
　エア抜き路３４０の下流端には、エア抜き管６が接続されている。図６に示すように、
エア抜き管６は、エア抜き路３４０の下流側の開口と接続されて給湯管４と反対側に延び
た後、湾曲して給湯管４と略平行に延び、タンク３の上面からわずかに離間した位置でタ
ンク３の径方向に延びた後、下方に曲折し、タンク３の外周面に沿って下方に延びて形成
されている。エア抜き管６は、給湯時の気泡混入による吐水の乱れを防ぐために、タンク
３内の加熱により生じたエアを脱気する管路であり、湯入替管６と同じ管で構成されてい
る。
【００２８】
　湯入替管６は、タンク３内への給水を行いつつタンク３内の湯を排出してタンク３内の
湯水を入れ替える際に、タンク３内の湯を排出するための管路である。湯入替管６は、エ
ア抜き管６と同じ管で構成されている。
【００２９】
　図３に示すように、エア抜き管・湯入替管６の上流端は接続継手のエア抜き路３４０を
介してタンク３の上部と接続され、下流端は排水口９と接続されている。エア抜き管・湯
入替管６の上流端から下流端までの間には、公知の逆止弁６１と、電磁弁７０と、サーミ
スタ７１とを備える。給水管２のサーミスタ２４とフローセンサ２５との間の位置に給水
管２の分岐部が設けられ、分岐された給水管２は、エア抜き管・湯入替管６の逆止弁６１
と電磁弁７０との間に接続されている。
【００３０】
　膨張水排水管８は、密閉されたタンク３内が所定温度よりも高温になった時にタンク３
内で生じた膨張水を外部に排出する管路である。膨張水排水管８は、タンク３の下方にお
いて給水管２から分岐し、排水口９まで延設されている。膨張水排水管８は、給水管２か
らの分岐部と排水口９との間に逃し弁８０を備える。逃し弁８０は、タンク３内で生じた
膨張水によりタンク側の内圧が高くなると開弁し、膨張水を排水口９に排出する弁である
。膨張水排水管８は湯入替管６のサーミスタ７１よりも下流側においてエア抜き管・湯入
替管６と接続され、エア抜き管・湯入替管６の排水口９を共用している。膨張水排水管８
は水抜管８と同じ管で構成されている。水抜管８はタンク３の下方に設けられ、タンク３
への給水が行われない状態でタンク３内の湯水を排出する管である。逃し弁８０を含め、
水抜管８は、タンク３の下方に配設されているので、逃し弁８０が開弁されると、タンク
３内に貯められた水が流出して排水口９から排水されるように構成されている。したがっ
て、給水栓２０を閉じた状態で逃し弁８０を強制的に開弁させれば、タンク３内の水を全
て抜くことができる。なお、タンク３の下方とは、タンク３の底面よりも低い位置を指し
、タンク３の直下の領域の他、図２に示すように、貯湯式温水器のケーシング１２,１３
内におけるタンク３よりも低い位置も含む。
【００３１】
　本実施形態では、水抜管８がエア抜き管・湯入替管６と接続されて、一つの排水口９を
共用している。したがって、貯湯式温水器１の基台１１の底面には、エア抜き管６と湯入
替管６と水抜管８とを兼ねる管、給水管２、及び給湯管４の３つの管のみが設けられてい
る。
【００３２】
　貯湯式温水器１は、さらに、不図示の制御部及び制御部と接続された操作パネル１６を
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備える。操作パネル１６には表示部１７と複数の操作ボタン１８とを備える。表示部１７
は、貯湯式温水器１の運転状況や水温等の他、操作情報が表示可能に構成されている。操
作ボタン１８は、貯湯式温水器１の電源を入れる操作や給湯の設定等各種の入力操作を行
う際に使用される。
【００３３】
　貯湯式温水器１は、基台１１の背面側が壁面に取り付けられて固定される。基台１１の
上部が上カバー１２で覆われ、底面よりも下側は下カバー１３で覆われる。上カバー１２
及び下カバー１３は前面と両側面を構成する三面からなる断面Ｕ字形状の部材である。
【００３４】
　次に、貯湯式温水器１の動作について説明する。タンク３内には給水管２からフィルタ
２１を透過してゴミが除去された水で満たされている。タンク３内の水は加熱部３１が通
電されることにより加熱され、タンク３内の上部の水が相対的に高温となる。タンク３の
上部及び下部に設けられたサーミスタ３２，３３でタンク３内の水温を検知し、給湯が可
能な状態が保たれるように制御部により加熱部３１の通電状態を制御する。
【００３５】
　混合水栓５が開栓されると、タンク３上部の接続継手３４の出湯路３４２を介して給湯
管４に湯が流通する。混合水栓５には、給水管２から分岐した分岐給水管２６が接続され
ているので、給水管２から給水の一部が分流し、湯と水とが合流して混合水栓５から温水
が流出する。給湯管４内を湯が流通する量に応じて、給水管２からタンク３内に水が供給
される。混合水栓５が再び閉栓されると給湯管４内の湯の流通が停止し、給水管２からタ
ンク３への水の流入も停止する。
【００３６】
　タンク３内の水を加熱する際、密閉されたタンク３内が所定温度よりも高温になった時
に、タンク３の上部に気泡（エア）が発生する。タンク３の上部にエアが溜まった状態で
水栓の蛇口を開くと、吐水中にエアが混入することで整流性が損なわれ、吐水が乱れる懸
念がある。このような吐水の乱れを防ぐために、エア抜きが行われる。具体的には、タン
ク３上部に設けられたサーミスタ３３が所定値以上の温度を検知したとき、制御部におい
てタンク３内の溶存空気が気化し始めたと判定され、電磁弁７０を開弁する制御が行われ
る。電磁弁７０が開弁することにより、タンク３内のエアが接続継手３４のエア抜き路３
４０を介してタンク３に連通しているエア抜き管６に設けられた逆止弁６１を通過してエ
ア抜き管６の下流端に設けられた排水口９から排出される。このとき、接続継手３４のエ
ア抜き路３４０は出湯路３４２よりも上方、すなわち、タンク３の上部に位置するので、
湯が混入するのを防ぎながらタンク３内の上部に溜まったエアを効率良く排出できる。
【００３７】
　膨張水は、タンク３内の水を加熱する際にタンク３内の水の体積が膨張することで発生
する。膨張水は、逃し弁８０の設定圧力を超えた体積分が随時排水口９から排出される。
膨張水排水管８は給水管２から分岐しているため、排水口９から排出される膨張水の温度
は高くなりにくい。しかし、加熱されたタンク内の湯が膨張水排出により給水側に下がっ
てくることで、膨張水温が徐々に上がってくる場合がある。そこで、サーミスタ３２、３
３によりタンク３内の温度を検知して、所定温度（例えば、８４度）以上となったときに
、制御部は電磁弁７０を開弁する頻度を上げる制御を行う。電磁弁７０を開弁することで
分岐給水管２９からの水が排出されるため、膨張水排水管８の下流側を冷却することがで
きる。また、タンク３内にも給水されるため、タンク３内の湯が給水側に下がってきてい
るのを押し上げて膨張水の排出温度を下げることができる。タンク３内が所定温度に達す
るまではエア抜きのために電磁弁７０をある頻度で開弁しているが、所定温度以上になっ
てからは膨張水排水管８の冷却をする目的が加わるため、電磁弁７０の開弁頻度を上げる
制御を行う。
【００３８】
　次に、貯湯式温水器１では、湯を供給可能な状態を保つために、タンク３内に十分な量
の湯を確保している。しかし、例えば、夜間や休日等、貯湯式温水器１の使用頻度が低下
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し、タンク３内の湯が長時間消費されずに貯留される場合がある。このような場合、湯の
衛生状態を保つために、混合水栓５の操作とは独立してタンク３内の湯を放出する湯入れ
替え処理が行われる。
【００３９】
　湯入れ替え処理は、制御部において、混合水栓５の不使用時間やフローセンサ２５によ
り検知される流水量に基づき、所定の条件を満たしたときに行われる。湯入れ替え処理の
所定の条件が満たされたときに、制御部の制御により電磁弁７０が開弁される。電磁弁７
０が開弁されると湯入替管６内に湯が流通して、排水口９から排出される。このとき、エ
ア抜きの排水時と同様に給水管２の水が分岐給水管２９を介して流通するので、湯の温度
が低下して温水として排水口９から排水される。
【００４０】
　湯入れ替え処理は、フローセンサ２５により検知された給水管２の流水量が所定量とな
った場合、あるいはタンク３内のサーミスタ３３の検知温度が所定値以下となった場合に
、制御部により電磁弁７０を閉じる処理が行われて終了する。
【００４１】
　一方、貯湯式温水器１のメンテナンス時や交換時にはタンク３内の水を全て抜く水抜き
処理が行われる。なお、タンク３内の空焚きを防止する為、水抜き処理時はあらかじめ電
源を切ることで加熱部の動作を停止させておく必要がある。水抜き処理を行う場合、使用
者は、手動により給水栓２０を閉じ、且つ逃し弁８０を操作して開弁する。水抜管８はタ
ンク３の下方に位置するので逃し弁８０の開弁操作により自然と排水口９から排水される
。
【００４２】
　本実施形態に係る貯湯式温水器１によれば、水抜管８が膨張水排水管８と同じ管で構成
されているため、使用頻度が少ない水抜管８を膨張水排水管８と共用できる。したがって
、製造コストを抑え、且つメンテナンスが容易な貯湯式温水器１を提供できる。また、タ
ンク３下において、水抜管８の設置スペースを少なくすることができる。
【００４３】
　本実施形態に係る貯湯式温水器１によれば、一部品からなる接続継手３４に出湯路３４
２とエア抜き路３４０とを備えるので、タンク３の上部に一つの接続継手３４を設けるこ
とにより、出湯とエア抜きとを独立して行うことができる。このため、接続継手３４の部
品点数を抑えることができ、軽量化及び部品コストを削減可能な接続継手３４を提供でき
る。
【００４４】
　本実施形態に係る貯湯式温水器１によれば、出湯路３４２の上流側の開口がエア抜き路
３４０の上流側の開口よりも低い位置で採湯可能となる。したがって、タンク３の上部に
溜まるエアを効率良く排出でき、かつ出湯路３４２にエアが混入することを抑えることが
できる。また、タンク３の開口が一つであっても、吐水とエアを確実に分離できる。
【００４５】
　本実施形態に係る貯湯式温水器１によれば、出湯路３４２の下流側の開口と、エア抜き
路３４０の下流側の開口とが同じ高さで異なる方向に向かって開口しているので、２つの
通路（出湯路３４２及びエア抜き路３４０）が形成された接続継手３４のタンク３への挿
入方向における寸法を小型化でき、タンク３の上方に接続継手３４が突出する（高さ）を
抑えることができる。
【００４６】
　本実施形態に係る貯湯式温水器１によれば、エア抜き路３４０の通路径は出湯路３４２
の通路径よりも小さいので、エア抜き路３４０の通路径を小さくすることで、エアの排出
時の流速を上げて短時間で効率的にエアを外部に排出できる。また、接続継手３４におけ
る出湯路３４２の通路径を大きく確保できるため、配管の圧力損失を低減し、出湯時の湯
の勢いを確保することができる。
【００４７】
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　本実施形態に係る貯湯式温水器１によれば、一つの接続継手３４をタンク３に取り付け
ることにより出湯路３４２とエア抜き路３４０とを確保できる。したがって、部品コスト
を抑えることができるとともに、従来、出湯用とエア抜き用と二箇所の開口が形成されて
いた高温沸き上げ機種専用のタンクを用いる必要がなく、部品の汎用性を高めることがで
きる。
【００４８】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照して詳述したが、具体的な構成はこの実施
形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含まれる。
　また、上述の各実施形態及び各変形例において示した構成要素は適宜に組み合わせて構
成することが可能である。
【００４９】
　接続継手は上記実施形態で示した形態に限定されない。図８及び図９に接続継手の変形
例を示す。図８及び図９に示す変形例の接続継手３４Ａは、上流側（図８の下側）ではエ
ア抜き路３４０と出湯路３４２とが上下方向に平行に延びて形成されているが、下流側（
図８の左上部側）では、エア抜き路３４０が出湯路３４２よりも上方まで延びて出湯路３
４２の曲折方向と同じ方向に曲折し、出湯路３４２の下流側開口３４３Ａの上方にエア抜
き路３４０の下流側開口３４１Ａが形成されている点で、上記実施形態と異なる。本変形
例の接続継手３４Ａを取り付ける貯湯式温水器は、給湯管４及びエア抜き管（膨張水排水
管、湯入替管）６が延びる方向が同じ方向となる。本変形例でも、給湯用とエア抜き用（
膨張水排水用、湯入替用）の管を個別に設ける場合に比べて、接続継手の数を減らすこと
ができ、部品コストの低減及び製造時の手間を省くことができる。
【００５０】
　上記実施形態及び変形例の接続継手では、出湯路とエア抜き路とが上流側では下方に向
かって開口する例を挙げたが、エア抜き路の上流側の開口は出湯路の上流側の開口よりも
上方に形成されればよい。例えば、図示は省略するが、出湯路の上流側の開口は下方に向
かって開口するが、エア抜き路の上流側の開口は側方に向かって開口するようにしてもよ
い。もしくは、接続継手をタンクの上部の側面から挿入する場合、エア抜き路が出湯路よ
りも上側に形成され、エア抜き路の上流側の開口が出湯路の上流側の開口よりも上方に形
成されている構成であってもよい。この場合は、接続継手自体に段差を設けるなどして２
つの開口を上下方向に離間させなくてよい。
【００５１】
　上記実施形態及び変形例の接続継手では、出湯路３４２及びエア抜き路３４０の断面が
それぞれ円形の例を示したが、出湯路とエア抜き路の構成はこれに限らない。細い接続継
手内を有効活用するために、例えば出湯路の断面を幅広の楕円にして通路断面積を増やし
、湯の勢いを確保してもよい。
【００５２】
　上記実施形態では、給湯水栓として、混合水栓５のみが設けられた例を示しているが、
熱湯のみが吐出される熱湯水栓を別途設けてもよい。この場合、給湯管４の分岐路を設け
て熱湯水栓と接続すればよい。
【００５３】
　本実施形態では、膨張水排水管８と、水抜管８と、エア抜き管６と、湯入替管６とが同
じ排水口９に接続されている例を示した。しかし、水抜管、膨張水排水管、及びエア抜き
管、湯入替管の構成は上記実施形態に限定されず、公知の構成であってもよい。
【００５４】
　上記実施形態では、壁に固定する貯湯式温水器１の例を示したが、シンクの下方に配置
可能なスペースがある場合は、床に置いて使用する貯湯式温水器としても使用できる。
【符号の説明】
【００５５】
　１　貯湯式温水器
　２　給水管
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　３　タンク
　４　給湯管
　３４、３４Ａ　接続継手
　３４０、３４０Ａ　エア抜き路
　３４２　出湯路

【図１】 【図２】
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【図６】

【図７】

【図８】
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